
開館時間　午前９時から午後５時

　　　　  （入館は午後４時３０分まで）

休館日　   月曜日（祝日の場合は直後の平日）

　　　　  １２月２９日から１月３日
（地域研究史料室は、史料整理期間として休室することがあります）

入館料：無料

　埋蔵文化財に関する業務は、月曜日を含む平日（午前 8時 45

分から午後 5時 30 分まで ) のみ行っています。土・日・祝日に
は行っていません。

阪神尼崎駅から南東へ

徒歩約１０分

　学校からの団体見学の受け入れなど、市内の各学
校で実施される地域の歴史や文化財、むかしのくら
し学習に対する支援・協力を行っています。
　また、尼崎の歴史にゆかりのある綿・尼いも・藍
を栽培し活用する体験学習活動や、小学校３年生の
むかしのくらしに関する学習にも協力しています。

小学校・中学校の社会科学習支援

〒660-0825

兵庫県尼崎市南城内１０番地の２

TEL：06-6489-9801　FAX：06-6489-9800

  　　 06-4868-0362（埋蔵文化財専用）

　　   06-6482-5246（史料担当・企画担当）

HP：http://www.city.amagasaki.hyogo.jp/manabu/

bunkazai_0

（歴史博物館メール）

ama-rekihakubunka@city.amagasaki.hyogo.jp

（史料担当専用メール）

ama-chiiki-shiryokan@city.amagasaki.hyogo.jp

尼崎市立歴史博物館

利用案内

♦名神尼崎ⅠCから
　南へ約４km
♦阪神高速神戸線
（西行）尼崎東ランプ
　　　  から 1.6km
（東行）尼崎西ランプ
               から 3.2km
♦産業道路「開明橋」    
     交差点から東へ
    ５００ｍ

※埋蔵文化財包蔵地の照会は、パソコン・スマホでも
申請いただけます。
　詳しくは、市のホームページよりご確認ください。

　埋蔵文化財専用電話：06-4868-0362

令和 7年度 (2025) 開館カレンダー

令和７年度（2025）　催し案内

※歴史博物館隣接の市立城内地区自動  
     車駐車場 ( 有料）をご利用ください。

 電車・バス  車

埋蔵文化財業務のご案内



水曜歴史講座

　古宮遺跡第２５次調査・

神楽田遺跡第２次調査の成

果を中心に、整理途中では

ありますが、近年の発掘調

査の成果をパネルを中心に

ご紹介します。

第１５回企画展≪同時開催≫

『尼崎市史』を読む会 尼崎の近世古文書を楽しむ会

　原則毎月第２水曜日の午後に開催して
います。歴史博物館の学芸員等が、尼崎
の歴史や文化財に関する様々な話題を
テーマに講座を開催するほか、外部講師
を招いての講演も企画しています。

◆第２水曜日　
　午後２時から

◆会場：３階講座室

◆申し込み：原則不要、無料

◆問い合わせ：06-6489-9801

◆第３金曜日　午後６時から

会場：北図書館　集会室

※ただし、祝日、図書館休館日に

　あたるときは日程を変更することがあります。

◆申し込み：要、資料代

◆問い合わせ :06-6482-5246( 史料担当 )

　『図説尼崎の歴史』をテキストに、講師
が内容解説を行います。トピックごとに
わかりやすく、尼崎の歴史を学ぶことが
できます。

◆毎月①第２・第４日曜日
　　　②第２・第４金曜日　
　　　③第１・第３金曜日
月２回、３グループ   ※いずれも午後１時３０分から
◆会場：歴史博物館　３階史料閲覧室など
◆申し込み：要、資料代
◆問い合わせ：06-6482-5246( 史料担当 ) 

　身近な地域の古文書を読み解こう！くずし字解読
を楽しく学ぶことのできる自主グループの活動です。

※催しのタイトル、日程等は都合により変更すること
がありますので、ご了承ください。詳細は、歴史博物
館ホームページや直接歴史博物館へご確認ください。

体験学習室の催し

◆毎月２回程度 (土曜日・日曜日 )　◆会場：３階体験学習室

　歴史博物館の体験学習室を公開し、糸紡ぎ等の実演・体験や、
月替わりのテーマで昔の人々のくらしにふれる体験学習を実施し
ます。夏休みには、尼崎城のペーパークラフトづくりや藍染・は
た織り・火おこし体験など、尼崎の歴史やかつてのくらしを体験
できる様々な催しを開催する予定です。

■会期：４月１９日 ( 土 ) ～６月２２日 ( 日 )   ■会場：３階企画展示室・展示学習室

第５回特別展

※写真 ( 左 ) 糸紡ぎ実演（右）魚釣りゲーム

第１５回 企画展

絵入ロンドン新聞に掲載された第１回京
都博覧会（明治５年・１８７２）の挿絵

第１４回 企画展

　戦後の尼崎における映画と演劇
の歩みを紹介します。映画につい
ては、尼崎市内の映画館を紹介す
ると共に、尼崎労働者映画協議会
などの映画サークルを紹介します。
演劇については、尼崎市演劇祭の
初期の資料などを展示します。

近年の発掘調査成果パネル展

■会期：７月１２日 ( 土 ) ～９月７日 ( 日 )　　■会場：３階企画展示室 ■会期：７月１２日 ( 土 ) ～９月７日 ( 日 )　■会場：３階展示学習室

■会期：１月１０日 ( 土 ) ～３月２９日 ( 日 )　■会場：３階企画展示室

第 1６回  企画展

　当館が収集した歴史、美術工芸
資料から「すごろく」とよばれる
遊びの道具を展示します。古代に
日本に伝来した「盤雙六」や、江
戸時代から昭和戦前期までの様々
な主題の「絵双六」と関連資料を
通して、遊びに反映された当時の
人々のくらしや世相を探ります。

会期：１０月１日(水) ～１１月３０日(日)

会場：３階企画展示室・展示学習室

　安土桃山時代から江戸時代初期にかけて尼崎は港湾を
中心とする流通･経済都市から城郭と城下町が整備され
た軍事･政治都市へとその姿を変えていきました。この
間、尼崎郡代を務め、大坂の陣後は初代尼崎藩主となっ
たのが建部氏です。わずか２年で播磨林田 ( 現姫路市 )
に転封となったこともあり、あまり注目されてこなかっ
た建部氏三代 ( 寿徳･光重･政長 ) の事績を中心に激動の
時期の尼崎の歴史を紹介します。
　　　　　　　　　　　　　

じゅとく

戦後尼崎の映画・演劇

すごろくで時代めぐり－遊びから見える人々のくらし－

豊臣期の尼崎と建部氏三代
たけべ

　大阪・関西万博の開催に合わせて、
当館所蔵の博覧会資料コレクションか
ら、日本初の博覧会である京都博覧会
（明治４年・１８７１）から昭和戦前
期までの近代日本の博覧会に関する貴
重な資料を展示します。

にっぽん博覧会ものがたり －前期・近代編－

※「後期・現代編」を尼信会館で 7月 19
日（土）から 9月 21 日（日）に開催

　  豊臣秀吉朱印状
（建部寿得軒他 2名宛）

　  洛中洛外図屏風
（尼崎本）左隻部分

ばんすごろく

えすごろく

神楽田遺跡第２次調査木棺出土状況かっちゅうちゃくようそなえすごろく

甲冑着用備双六

塚口東映（昭和４０年・１９６５）


